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．はじめに
１９９７年に京都で開かれた，気候変動枠組条約第３
回締約国会議（COP３）で先進国に CO２等の温室効
果ガスの排出削減値を定めた「京都議定書」が採択
された。我が国では２００２年３月に「地球温暖化対策
推進大綱」の見直しを行うなど，様々な施策に取り
組んでいる。
しかしながら，国民の生活水準の向上やライフス
タイルの多様化に伴い，民生・運輸部門を中心にエ
ネルギー消費は増加の一途をっている。今後も情
報化，高齢化社会の進展を背景に，エネルギー消費
の増加が見込まれている。対策が進まない現在，民
生家庭部門の CO２削減が急務となっている。
徳島県の業務委託を受けて四国大学生活科学部生
活科学科環境活動支援室では，平成２２年１２月からこ
れまで手のつけていなかった民生家庭部門の CO２排
出量の直接削減を目的とした各世帯の省エネを推進
する「くらしのエコアドバイザー事業」に取り組ん
できた。「くらしのエコアドバイザー事業」とは，
各世帯の使用エネルギーの調査を行い，その際 CO２
排出量を削減する為のマンツーマンのアドバイスを
行うことによって，民生家庭部門の CO２排出量の削
減を図る取組みである。
そこで，当室では，徳島県内の地域住民を対象と
した対象とした CO２排出量に関するライフスタイル
調査を行ってきた。
本報告では，そのライフスタイル調査で明らかと
なった都市部と山間部の CO２排出量の結果を比較し
検討する。
．研究の目的
本研究では，徳島県における都市部と山間部の
CO２排出量を把握し，その CO２排出要因を明らかに
する為に，ライフスタイル調査を行う事を目的とす
る。
．研究の方法
１．調査方法と調査内容
平成２３年６月１日から３日間，徳島市役所に設置
した専用ブースにおいて，来場者を対象に，面接法
によるうちエコ診断アンケートを実施した。続い
て，平成２３年６月１３日から５日間，徳島県那賀町木
沢地区において配布留置法によるうちエコ診断アン
ケートを実施した。以後，うちエコ診断アンケート
をアンケートと略す。
アンケートの調査内容については，表１－１に示
す通りである。なお，CO２排出量の算出は，「うち
エコ診断ソフト ver２．０８i：（財）地球環境戦略研究
機関（IGES）関西センター」を用いた。
以後，徳島市役所での調査を徳島県の都市部とし
て，徳島県那賀町木沢地区での調査を山間部として
扱う。
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回答者の属性等について
年齢，家族構成，世帯人数等
地球温暖化防止・省エネへの取り組み
意識について
CO２削減対策に対する取り組み意識
住まいの設備について
太陽熱温水器の有無，
太陽光発電の有無など
利用エネルギーについて
ガスの種類，台所コンロの熱源，
風呂の熱源
自家用車について
保有台数，目的地までの距離，使用頻度
給湯について
利用状況，使用時間，温水器の種類
照明・冷暖房について
利用状況，使用時間，暖房器具の種類
	光熱費について
電気代，ガス代，灯油代，ガソリン代
表１－１ うちエコ診断アンケート調査内容
２．分析データ
１）都市部について
アンケートの回答世帯は，９６世帯であった。アン
ケート回答者の年代の分布を図１－１に示す。都市
部では，６０歳代の回答者数が最も多く，次いで７０歳
代であった。６０歳以上の回答者が約６割を占めた。
図１－２に，アンケート回答者の世帯人数を示
す。世帯人数は，２人，３人が各 ２々５％，１人が２２％
と全体の７割以上を占めた。世帯当たりの平均家族
員数は，２．７７人であった。
２）山間部について
アンケートの回答世帯は，１０９世帯であった。図
１－３にアンケート回答者の年代を示す。山間部で
は，７０歳代の回答者数が最も多く，次いで６０歳代で
あった。６０歳以上の回答者が約７割を占めた。
図１－４に，アンケート回答者の世帯人数を示
す。世帯人数は，２人が５３％を占め，次いで３人，１
人の順であった。世帯当たりの平均家族員数は，２．３４
図１－１ アンケート回答者の年代（都市部）
図１－２ 世帯人数（都市部）
図１－３ アンケート回答者の年代（山間部）
図１－４ 世帯人数（山間部）
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人であった。
．調査結果と考察
１．CO２排出量について
アンケート結果より得られた世帯当たりの都市部
と山間部の CO２排出量の比較を図１－５に示す。山
間部の CO２排出量は５９００kg，都市部は５４４２kgと，
約５００kgの差があり，山間部の方が多かった。
一般的に家庭から排出される CO２排出量は，世帯
当たり約５０４０kgである事が報告されている１）。この
結果からみると徳島県の CO２排出量は多く，特に，
山間部が多い事が分かった。
図１－６に都市部と山間部の世帯当たりの CO２排
出源内訳を示す。都市部では，自家用車，給湯，暖
房の順に多く，約６割を占め，山間部では自家用車，
暖房，給湯の順に多く，約７割強を占める事が分か
った。
次に，都市部と山間部における世帯人数別１人当
たりの CO２排出量を図１－７と図１－８に示す。山
間部も都市部も世帯人数が多くなるほど，１人当た
りの CO２排出量は少なくなる。これは，世帯人数が
増加するにつれて，世帯当たりのエネルギー効率が
良くなる事が影響していると考えられる。
さらに，都市部と山間部を比べると，どの世帯人
数であっても，山間部の方が CO２排出量が多いとい
う結果になった。
図１－９には，都市部と山間部の１人当たりの
CO２排出源内訳の比較を示す。
都市部の１人当たりの CO２排出量は２０５４kg，山間
部では２７３１kgであった。世帯当たりでみた CO２排
出量は約５００kgの差であったが，山間部では家族員
数が０．４３人少ないので１人当たりの CO２排出量はさ
らに７００kgの差が開く結果となった。
図１－１０に，都市部と山間部における１人当たり
の CO２排出源の内訳の比較を示す。１人当たりの
CO２排出量においても世帯当たりと同じ傾向を示
し，都市部と山間部，どちらも自家用車，暖房，給
湯からの CO２排出量が多くを占める事が分かった。
なお，自家用車，暖房，給湯すべてにおいて山間部
図１－５ 世帯当たりのCO２排出量
図１－６ 世帯当たりのCO２排出源内訳
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の方が高い CO２排出量であった。
２．自家用車について
自家用車の保有台数については，都市部では世帯
当たり１．７台，山間部では２．１台と，山間部の方が０．４
台多かった。
表２－１と表２－２に都市部と山間部の自家用車
の使用頻度を示す。都市部では毎日使用している人
が最も多く，次に週５回（表２－１），山間部では
月２回使用している方が最も多く，次に週１回（表
２－２）であり，使用頻度は都市部の方が多かった。
また，目的地までの移動距離は，都市部では１２．１
kmであったが，山間部では４４．２kmと，山間部の
移動距離が都市部に比べ３．７倍と大きな開きがあっ
た。
世帯当たりの自家用車の CO２排出量を図２－１に
示す。自家用車の CO２排出量は都市部と山間部で，
世帯当たり１８１４kg，２０３９kgと，山間部の CO２排出
図１－７ 世帯人数別１人当たりのCO２排出量（都市部）
図１－１０ １人当たりのCO２排出源内訳
図１－８ 世帯人数別１人当たりのCO２排出量（山間部）
図１－９ １人当たりのCO２排出量
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量が約２００kg多いという結果になった。これは，山
間部の方が世帯当たりの自家用車の保有台数が多い
事，使用頻度は少ないが，目的地までの移動距離が
都市部と比べて３．７倍と長い事が考えられた。
３．冷暖房について
都市部と山間部の平均気温の変化を図３－１に示
す。山間部は都市部よりも年間を通して気温が低い
事が分かる。
図３－２，図３－３に都市部と山間部の冷房と暖
房の使用期間と１日の使用時間を示す。冷房の使用
期間と使用時間は都市部において３．０カ月と６．２時
間，山間部では１．４カ月と２．４時間であり，山間部の
方が使用期間，時間共に少なかった。山間部では，
気温が低い為，冷房期間と冷房時間ともに非常に短
い。
次に，暖房の使用期間と１日の使用時間について
みると，都市部において３．４カ月と６．２時間，山間部
では４．８カ月と６．５時間であった。暖房の使用時間
は，都市部と山間部で変わらない値を示すが，使用
期間は，山間部の方が１．４カ月間多いという結果に
なった。
そして，都市部と山間部の使用暖房機器の比較を
図３－４に示す。都市部ではエアコンが最も多く使
われており，次いで灯油暖房，こたつ，ホットカー
ペット，電気ストーブであったが，山間部では灯油
暖房が最も多く，次いでこたつ，ホットカーペット，
電気ストーブであり，エアコンはほとんど用いられ
ていなかった。
以上の事より，山間部では，都市部と比べて気温
が低い為，冷房期間が短く，暖房期間が長い事が判
明し，暖房機器は都市部で主にエアコンを，山間部
では主に灯油暖房を使用しているという違いがあっ
た。
世帯当たりの暖房の CO２排出量を図３－５に示
す。暖房の CO２排出量は都市部と山間部で，世帯当
たり６１４kg，１４１５kgと，山間部の方が CO２排出量が
２．３倍多い事が分かった。これは，山間部では気温
が低い為に暖房の使用期間が長い事と，主に灯油暖
房を使用しており，その灯油暖房による CO２排出量
が，都市部の主な暖房器具であるエアコンよりも約
３．３倍多い２）事が影響していると考えられる。
図２－１ 世帯当たりの自家用車のCO２排出量
回答数 割合
毎日 １７ ９．４％
週５回 ２７ １５％
週２～３回 ２３ １２．８％
週１回 ３７ ２０．６％
月２回 ４９ ２７．２％
月１回 ２７ １５％
回答数 割合
毎日 ３３ ２５．２％
週５回 ３１ ２３．７％
週２～３回 ２５ １９．１％
週１回 １８ １３．７％
月２回 １７ １３．０％
月１回 ７ ５．３％
表２－１ 自家用車の使用頻度（都市部）
注）複数回答あり
表２－２ 自家用車の使用頻度（山間部）
注）複数回答あり
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４．給湯について
都市部と山間部の太陽熱温水器の設置状況を図４
－１に示す。山間部では，太陽熱温水器を設置して
いる世帯が約半数いたが，都市部では太陽熱温水器
を設置している世帯は１割足らずであった。太陽熱
温水器は，太陽光に含まれる赤外線を熱として利用
する事で水を温める装置である。山間部において太
陽熱温水器が普及しているのは，標高が高く建造物
の陰になる家庭が少ない為，太陽光を受ける面積が
大きく，有効に活用できる為と推測できる。
都市部と山間部の風呂の熱源を図４－２に示す。
都市部においては，風呂の熱源にガス，次いで電気
を利用している世帯が多かったが，山間部では，灯
油，次いで薪とその他の熱源の併用，次いで薪を利
用している世帯が多く，都市部と山間部で風呂の熱
源に顕著な差がある事が分かった。
世帯当たりの給湯の CO２排出量を図４－３に示
す。給湯の CO２排出量は都市部と山間部で世帯当た
り７９９kg，７８６kgと，都市部の CO２排出量が１３kg多
かった。山間部では都市部と比べて気温が低い為，
暖房と同じように給湯の CO２排出量が顕著に増える
事が予想されたが，結果は異なっており，僅かな差
であった。これは，山間部において太陽熱温水器が
普及している事と，風呂の熱源で薪を使用している
図３－１ 気象庁観測による気温変化（２０１０年）
（都市部：徳島地方気象台，
山間部：木頭観測所） 図３－４ 使用暖房器具の比較
図３－５ 世帯当たりの暖房のCO２排出量
図３－２ 冷房の使用期間と１日の使用時間
図３－３ 暖房の使用期間と１日の使用時間
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世帯が多い事が関係していると考えられる。薪は多
くの CO２を放出しているが，カーボンニュートラル
の関係で排出された CO２が相殺される為と考える。
５．太陽光発電について
図５－１に太陽光発電の設置状況を示す。太陽光
発電を設置している世帯は，都市部も山間部もほと
んどおらず，太陽光発電があまり普及していない事
が伺えた。太陽光発電と太陽熱温水器は，集光・集
熱の為の平たいパネルを屋根や屋上に設置して使う
設備である３）。太陽光発電は発電した電気がどんな
家電製品にも使える上，使わない分は電力会社に購
入してもらえるという利点があるが，費用が高い
為，普及していないと考えられる。
．まとめと今後の課題
本報告では，徳島県の都市部と山間部の CO２排出
量に着目し，その各々のライフスタイルからの CO２
排出要因について検証した。その結果，山間部の CO２
排出量が多い事が確認され，特に自家用車，暖房，
給湯からの CO２排出量に差がある事が示唆された。
自家用車の CO２排出量が都市部と比べて山間部で多
かった理由としては，世帯当たりの自家用車の保有
台数が多い事，使用頻度は少ないが，目的地までの
移動距離が３．７倍ある為だと考えられた。次に，暖
房の CO２排出量が山間部で多かったのは，気温が低
い為に暖房の使用期間が長い事と，エアコンに比べ
て CO２排出量が多い灯油暖房を使用している為だと
考えられた。しかしながら，暖房と同様に気温が起
因する給湯による CO２排出量は，僅かであるが都市
部の方が多かった。これは，山間部において，太陽
熱温水器の普及率が高い事と，風呂の熱源に薪を使
用している世帯が多い事が主な理由だと考えられ
た。
以上の事より，本研究では，都市部と山間部の CO２
排出量を把握し，その CO２排出要因を明らかにする
事ができた。
次に，今後の CO２排出量削減対策への取り組み意
識の都市部と山間部の比較を図６－１に示す。都市
図４－１ 太陽熱温水器の設置状況
図４－２ 風呂の熱源
図４－３ 世帯当たりの給湯のCO２排出量
図５－１ 太陽光発電の設置状況
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部は「積極的な省エネ行動を実施していきたい」と
「できる範囲で省エネ行動を実施していきたい」と
回答した人が約９０％を占めた。一方，山間部では「で
きる範囲で省エネ行動を実施していきたい」と回答
した人が「積極的な省エネ行動を実施していきた
い」と答えた人より多いという結果であった。
また「温暖化防止行動への協力は難しい」と回答
した人については都市部と山間部において共に０人
という結果であり，温暖化や省エネに関しての関心
が高い事が分かった。
しかしながら，山間部では「積極的な省エネ行動
を実施していきたい」と回答した人より「出来る範
囲で省エネ行動を実施していきたい」と回答した人
が多かった。以上の事より，無理のない範囲での CO２
削減対策を提案していく必要がある。
そこで，今後，CO２排出量の多かった徳島県の山
間部に着目し，住民にとって取り組みやすい CO２排
出量の削減対策を提案していく予定である。
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この研究は民生家庭部門における CO２直接削減方策支
援事業（緊急雇用創出事業・重点分野雇用創造事業）に
よるものである。
図６－１ 削減対策への取り組み意識
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